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研究成果の概要（和文）：初妊婦と実母の2世代を対象にした育児支援プログラムの開発を目指して、両者に対して妊
娠末期から産後にかけて縦断的デザインによる介入と調査を行った。
産後1ヶ月の抑うつ影響要因は、妊婦自身の妊娠末期の「実母からの自立性」、産後1ヶ月の「適応」、「不安傾向」、
「疲労」であった。また実母の要因としては、産後1ヶ月の時点での実母自身の「抑うつ」、「疲労」であった。
産後うつの要因は、妊産婦自身の要因のみでは無く、実母の健康状態も関連することが明らかになった。初妊婦と実母
に対する妊娠期からのメンタルヘルスや孫育てについての情報提供の必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In order to develop a childcare support program for two generations; primigravidas
 and their real mothers, a longitudinal intervention research was conducted for Japanese primigravidas and
 their real mothers at third trimester of pregnancy period and one month after the delivery. 
As a result of the logistic regression, significant factors on postnatal severe depression are "Independen
ce from Mother" at pregnancy period, and "Adaptation", "Tension-Anxiety", and "Fatigue" at postnatal perio
d for the primigravidas. On the other hand, "Depression-Dejection" and "Fatigue" of the mothers at postnat
al period are also significant factors. 
From these results, it is indicated that postnatal depression is influenced with not only primigravidas' o
wn but their mothers' health status, and that information dissemination about mental health and grandchild
 care at pregnant period to primigravidas and their real mothers is required.
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１．研究開始当初の背景 
 
女性は幼少期から実母との関係性の影響

を受けながら生涯発達するため、両者の関係
性が重要である（北村，2008）。特に近年の
少子化、妊娠先行婚や子どもの虐待の増加に
伴い、実母（祖母）による子育てサポートの
ニーズが高まっている（岡山，2010）。しか
しその一方で、実母の過剰なサポート、育児
疲労、両者の関係性の葛藤などの弊害も問題
となっている（藤岡，2010）。 
母・娘関係の研究は、女性の生涯発達の視

点から心理学や社会学の研究者によって行
われているが、母親への移行過程というライ
フステージに焦点を当てた研究は少ない。ま
た、ニーズの高まりから日本助産師会が「孫
育て講座」プログラムの教材を開発し、助産
師指導者育成事業を展開しているが（2010）、
祖父母世代も多忙であるため、講座への参加
者は限定されている現状がある。 
以上のことから、我々は女性の生涯発達を

支援するための妊婦と実母との関係性に関
する研究が重要と考え、一連の研究から看護
への示唆を提言してきた。現在の課題は、妊
婦と実母の 2世代を対象にした育児支援プロ
グラムを開発し、その効果を明らかにするこ
とである。 
 
 
２． 研究の目的 
 
(1) 妊婦と実母を対象とした介入（個別指

導）と面接を行い、介入内容と方法を評
価する。評価に基づき介入プロトコール
を修正する。 

(2) 縦断的デザインによる介入研究（母親教
室・助産外来での指導）を行い、その効
果を評価する。また、妊娠期から産後に
かけての親子関係の変化、産後うつとの
関係性について分析する。 

(3) 介入の評価を元に、臨床で活用可能な育
児支援プログラムを作成する。 

 
 
３．研究の方法 
 
(1) 妊婦と実母を対象とした介入（個別指

導）と面接→介入プロトコール作成 
 
 対象とリクルート方法 

 産科的異常・合併症が無い初妊婦と
実母 5 組。外来にて初妊婦に調査を
依頼、同意を得た。その後実母の同
意を得た。 

 介入時期・内容 
 時期：妊娠後期に 30 分程度。 
 内容：テキスト「おまご BOOK」（日

本助産師会）を用いた。周産期の母
娘関係の変化、産後うつ、疲労、祖
母の役割、育児等。 

 評価 
 質問紙：妊娠後期（指導の後）、産

後 1 ヶ月、産後 2 ヶ月に実施した。 
 面接：産後 1 ヶ月に 30 分程度。個

別指導で役に立った内容、不足した
内容、方法等。 

 評価をふまえて、介入プロトコール
を修正、オリジナルの資料を作成し
た。 

 
(2) 縦断的介入研究（母親教室での集団指導

と助産外来での個別指導） 
 

① A：対照群（介入無し）の実施 
 対象とリクルート方法 

 産科的異常・合併症が無い初妊婦と
実母 80 組。母親教室にて初妊婦に
調査を依頼、同意を得た。その後実
母の同意を得た。 

 介入の特殊性から各群のブライン
ドは不可能であるため、各施設とも
A→B→C 群の順に実施した。 

 介入内容：対照群のため、実施無し 
 評価：質問紙 

 妊娠後期：初妊婦は母親教室にて実
施、実母へは郵送にて配布・回収し
た。 

 産後 1 ヶ月・産後 2 ヶ月：郵送にて
配布・回収した。 

 母娘関係、抑うつ状態、疲労状態、
サポート状況 

 
② B：母親教室での集団指導群の実施 
 対象とリクルート方法 

 各群とも産科的異常・合併症が無い
初妊婦と実母 80 組。外来・母親教
室予約時に初妊婦へ調査を依頼、同
意を得る。その後実母の同意を得た。 

 介入時期・方法・内容 
 時期：妊娠後期の母親教室開催日 
 母親教室にて、初妊婦に対してテキ

スト及びオリジナル資料を用いた
指導を行った。 

 周産期の母娘関係の変化、産後うつ、
疲労、祖母の役割、育児等。 

 実母へはテキスト・資料・質問紙を
送付した。 

 評価：質問紙 
 A：対照群と同様 

 
③ C：助産外来での個別指導群の実施 
 対象とリクルート方法 

 各群とも産科的異常・合併症が無い
初妊婦と実母 30 組。助産外来時に
初妊婦へ調査を依頼、同意を得た。
その後実母の同意を得た。 

 介入時期・方法・内容 
 時期：妊娠後期の助産外来日に初妊

婦に対してテキスト及びオリジナ
ル資料を用いた指導を行った。 



 内容は B：集団指導群と同様。 
 実母へはテキスト・資料を送付。 

 評価：質問紙 
 A：対照群と同様 

 
(3) 倫理的配慮 
 
調査に先立ち滋賀医科大学倫理委員会の

承認を得た。初妊婦に対しては、調査の主旨、
調査協力の有無に関わらず対象者に利益・不
利益が生じないこと、個人が特定されないよ
うにプライバシーおよびデータの保護を徹
底すること、得られたデータは、本調査の目
的のみに使用すること、中断が可能であるこ
とを説明し、同意を得た。実母には調査依頼
文にて説明し、同意を得た。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 妊婦と実母を対象とした介入 
 
産科的異常・合併症が無い初妊婦と実母 5

組を対象とした。妊娠後期と産後 1 ヶ月に介
入を実施した。内容は、母娘関係の変化、産
後うつ、祖母の役割、サポート等であった。
介入により、実母のサポート、産後うつに対
する認識が高まり、介入の効果が示唆された。
この結果をもとに「ママになる女性のメンタ
ルヘルス」を作成した。 
 
 
(2) Mother-Primigravida Relationship 

Scale（MPRS:実母がとらえる初妊婦と
の関係性尺度）の開発 
 

これまでのデータを元に実母がとらえる
初妊婦との関係性を評価する尺度を開発し
た。 

348 名のデータ（回収率 85.7％，有効回答
率 89.7％）を分析対象とした。因子分析によ
り「祖母役割への意欲」、「経験者としての娘
への支援」、「娘の承認と関係性の再構築」、
「母となる娘を支える意欲」の 4 下位尺度、
24 項目が構成された。下位尺度の内的整合性
による信頼性（α=0.73～0.80）が確認され
た。下位尺度と、既存尺度である「娘との親
密性」（r=0.26～0.40，p＜0.001）および「娘
への過剰な依存」（r=－0.47～－0.18,  p＜
0.001～0.01）との相関から、併存妥当性が確
認された。これにより、初妊婦と実母の両者
からみた親子関係の評価が可能となった。
（第 52 回日本母性衛生学会にて報告） 
 
 
(3) 初妊婦がとらえる実母との関係性と実

母がとらえる初妊婦との関係性の関連 
 

これまでに得られた妊娠期の妊婦と実母
のデータを接合し、初妊婦と実母との関係性

を分析した。 
質問紙調査を実施した初妊婦456名のうち、

434 名から有効回答が得られた（有効回答率
95.8％）。実母に対しては、453 名へ調査を依
頼し、356 名から有効回答が得られた（回収
率 78.6％）。ペアの有効データ 348 組（初妊
婦の有効回答率 76.3％，実母の有効回答率
76.8％）を分析対象とした。調査内容は、初
妊 婦 に 対 し て は Primigravida-Mother 
Relationship Scale（PMRS：初妊婦がとら
える実母との関係性尺度，岡山ら，2011）、
実母に対しては MPRS とした。平均年齢は
初妊婦 29.5（±4.6）歳、実母 57.3（±5.9）
歳、初妊婦の平均妊娠週数は 22.9（±8.6）
週であった。また妊娠先行婚は 82名（23.6％）、
産前産後の里帰りもしくは実母の手伝いを
予定している者は241名（68.3％）であった。
MPRS の「経験者としての娘への支援」と、
PMRS の「実母からのサポート」、「実母との
親密性」、「実母に対する肯定感」、「実母を介
した母親像モデルの探求」、および「実母を
モデルとした妊娠・分娩・育児準備」との有
意な相関（r=0.25～0.41, p＜0.001）が示さ
れた。また、MPRS の「娘の承認と関係性の
再構築」と、PMRS の「実母に対する肯定感」、
および「実母をモデルとした妊娠・分娩・育
児準備」との有意な相関（r=0.22～0.23,  p
＜0.001）が示された。妊娠中の両者の関係
性をポジティブに変化させるには、実母のサ
ポートが重要である。また、実母が娘を母親
として承認し、関係性の再構築をすることも、
両者の関係性の発達的移行において重要な
要因であることが明らかになった。（第 26 回
日本助産学会学術集会にて報告） 
 
 
(4) 妊娠中の実母との関係性と抑うつとの

関係性－妊娠中の抑うつHigh群とLow
群による比較－ 

 
これまでに得られた妊娠期の妊婦のみの

データを接合し、親子関係と抑うつ状態との
関連性を分析した。 

first stage（～15 weeks）131 名, second 
stage（16～27 weeks）134 名, last stage（28
～40 weeks）340 名を対象とした。調査内容
は、Japanese version Edinburgh Postnatal 
Depression Scale（EPDS, 岡野ら, 1996）と、
PMRS とした。EPDS は、日本におけるカッ
トオフポイント8/9を用いて、8点以下をLow
群、9 点以上を High 群とした。各時期の
EPDS の High 群は、first stage が 19 名
（14.5％）、second stage が 22 名（16.4％）、
last stage が 56 名（16.5％）であった。High
群と Low 群で PMRS の subscales のスコア
を比較した結果、first stage と last stage で
は、High 群は、Low 群よりも「妊娠期適応」
が有意に低いことが示された（p<0.001）。
second stage では、「妊娠期適応」（p<0.001）
に加えて、「実母をモデルとした妊娠・分娩・



育児準備」も有意に低いことが示された
（p<0.05）。妊娠中に抑うつが高い初妊婦に
対しては、妊娠に適応できるように初期から
メンタルヘルスケアが必要である。また、出
産や育児の準備を促すためには、実母がサポ
ートすることやロールモデルになることも
重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
（International Federation of Gynecology 
and Obstetrics World Congress, 2012 にて
報告） 
 
 
(5) 妊娠末期から産後 2 ヶ月の初妊婦と実

母との関係性の変化 
 
縦断的介入研究のうち、A：対照群のデー

タを用いて、妊娠末期から産後 2 ヶ月の初妊
婦と実母との関係性の変化を分析した。 
初妊婦（平均年齢 31.0±4.2 歳）と実母

（58.6±5.1 歳）97 組から 3 回の調査で有効
回答が得られ、分析対象とした。調査内容は、
初妊婦には、実母との関係性を評価する
PMRS、実母には、娘との関係性を評価する
MPRS とした。分析は、反復測定による分散
分析と多重比較を行った。初妊婦がとらえる
「実母からのサポート」は、産後 1 ヶ月に最
も高くなることが示された（p＜0.001）。ま
た「実母に対する肯定感」と「実母からの自
立性」は、妊娠末期よりも産後 2 ヶ月の方が
有意に高まることが示された（p＜0.01～
0.05）。一方、実母がとらえる「娘の承認と関
係性の再構築」は、妊娠末期よりも産後 1 ヶ
月・2 ヶ月の方が有意に高まることが示され
た（p＜0.001）。出産を契機に両者の関係性
が変化することが示唆された。（第 53 回日本
母性衛生学会総会・学術集会にて報告） 
 
 
(6) 妊婦と実母の親子関係と産後うつとの

関連性 
 
縦断的介入研究のうち、A：対照群と B：

集団指導群の初妊婦と実母のデータを用い
て、親子関係と産後うつとの関連性を分析し
た。 

167 組の妊婦と実母を対象とし、妊娠末期
と産後 1 ヶ月で調査をした。調査内容は
EPDS、PMRS、  Short-Form Profile Of 
Mood States （SF-POMS, 横山ら，2005）
とした。EPDS は日本におけるカットオフポ
イント 8/9 を用いて、9 点以上を産後うつ高
得点群と分類した。産後うつの高得点群は妊
娠末期で 16 人（9.6％）、産後 1 ヶ月で 56 名
（20.8％）であった。産後うつの影響要因は、
妊娠期の「実母からの自立性」（odds ratio 
(OR) 1.416, 95% confidence interval (CI) 
1.072-1.870, p=0.014）、産後の「適応」（OR 
0.67, CI 0.495-0.913, p=0.011）、「不安傾向」
（OR 1.148, CI 1.066-1.236, p=0.000）、「疲
労」（OR 1.182, CI 1.079-1.294, p=0.000）で

あった。また実母の要因としては、産後 1 ヶ
月の時点での実母自身の「抑うつ」（OR 1.232, 
CI 1.082-1.404, p =0.002）、「疲労」（OR 0.864, 
CI 0.767-0.974, p =0.017）であった。産後う
つの要因は、妊産婦自身の要因のみでは無く、
実母の健康状態も関連することが明らかに
な っ た 。（ 16th World Cnongress of 
Gynecoligical Endocrinology, 2014 にて報
告） 

 
 
(7) 縦断的介入研究 A:対照群、B：集団指

導群、C：個別指導群のデータ分析 
 
現在、すべての調査を終了し、A 群：97 組、

B 群：70 組、C 群：25 組から、妊娠期・産
後 1 ヶ月、産後 2 ヶ月のデータを得た。これ
らの比較結果、および妊婦と実母の 2 世代を
対象にした育児支援プログラムの検討につ
いては、平成26年度以降に報告予定である。 
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